日本の国際化を考える : 江戸から東京へ（外国人の視点から） by 鈴木 英明































































































　彼は 2 月 15 日、出島を出発して陸路小倉に、そこから下関へ船で渡り、
船を乗り換えて瀬戸内海を進み室に上陸、再び陸路で大阪に向かい京を経












































































































































































































































れていない、として、第三の道についてのべている。「1867 年 1 月 1 日よ
り、……北米汽船会社がサンフランシスコ―横浜間に航路を開いたのであ



































































































な日本語を上手に話す外交官が現れる。サトウは 43 年 6 月にロンドンで





































































































日記の 1889 年 5 月 23 日の記事に「父になった！……妻（ハナ）は男の子
を授けてくれた。今のところ、父という感じが全然しない！」とあるの















































3 月 1 日付）、と書き送っている（『遠い崖』）。1900（明治 33）年、サトウ
は北京公使に転出する。家族と別れるにあたって、彼の日記（『アーネス
ト・サトウ公使日記』）には「源兵衛村で親子三人と最後の夕食をした。
私が戻れない可能性については何も言わなかった」（4 月 21 日）、「富士見
町に別れを告げにいく」（5 月 3 日）と書き、翌 4 日に出帆した。源兵衛村
とは大久保にあるサトウの別墅、富士見町とは家族のために残した住まい
のことである。北京での勤めを終え帰国する途中の 06 年 5 月、東京に立
ち寄り、22 日に家族と再会する。そして別れのとき、「富士見町へ行って、
来年の 9 月までの分として小切手数枚を渡す」（5 月 26 日）、「富士見町へ













































































　江戸近郊の目黒について、ミットフォードが　“Tales of Old Japan”（『古






























































4 年 5 月に新貨条例が施行され通貨の呼称が両から円に変わり、旧 1 両＝























































































































































国人墓地となる。62 年 9 月に起きた生麦事件の犠牲者のチャールス・リ
チャードソンもここに葬られた。米国公使ハリスの通訳兼書記として活躍
したヘンリー・ヒュースケンは、赤羽接遇所から麻布の公使館に戻る途中
















るものはこれで全てで、料金は 1 円（約 3 シリング 8 ペンス）、単独の火











呎（フィート）、幅が 24 呎で、それぞれ 3 つの部分に分かれている、とい
う。「諸設備の簡単さと清潔さとは、大いに我々に興味を持たせた。」と書
いた後、火葬の方法について詳しく記す。料金は最高が 7 円、その次が 2
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